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特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所 

 

               

１ 事業の成果 

 特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所は、1998 年に任意団体として発足して以来2018 年 5月を持って

創設20年の節目を迎えた。この20年間においてコウノトリプロジェクトは大きく進展した。当研究所は本プロ

ジェクトにおいて、地域の生物相に最も精通した団体として、生物調査、環境教育、情報発信の面で地道な活動

を展開し、重要な役割を果たしてきたといえる。 

2005年9月24日の放鳥、2007年７月31日の野生下での巣立以降、豊岡盆地では野生コウノトリは普通に見ら

れる鳥となり、豊岡から全国へコウノトリが飛翔し、徳島県や島根県、鳥取県、福井県などで新たな繁殖地が成

立するに至った。また、ビオトープ水田や湿地の整備など豊岡地域内での環境整備も進められ、円山川の大規模

な河川改修についても環境への配慮がなされている。2012 年 7 月には、「円山川下流域・周辺水田」がラムサー

ル条約湿地に正式登録された。農業面では、コウノトリ育む農法が市域を越えて広がりつつあり、特産物の生産

振興と水田の環境回復に効果を上げるとともに、わずかではあるがコハクチョウやマガンの越冬地としても定着

しつつある。田んぼの学校などの生き物調査は各地域で行われるようになり、多くの市民がコウノトリプロジェ

クトに参画するようになり、この結果、豊岡市はコウノトリの野生復帰やコウノトリと共生する地域づくりに取

り組む地域として、広く知られるようになった。2015年4月より豊岡市立コウノトリ文化館の指定管理業務を受

託し、今年度末で5年を経過し今後も継続予定である。 

特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所は、以下の取り組み方針に基づき活動を展開してきた。 

○コウノトリの野生復帰を市民の立場から支援する。 

 ○豊岡盆地の生き物調査を通して自分たちの生活環境を見直す。 

○生物調査、ビオトープ作り、田んぼや自然体験施設などを活用した環境教育、この法人の目的に関係する情

報発信に取り組む。 

 

 豊岡盆地の生き物調査は、研究員の日常的なモニタリング活動だけでなく、国土交通省、但馬県民局、豊岡市

などと連携した取り組みを行った。今年度は豊岡市の委託調査として、ノアの方舟事業に関する調査、アベサン

ショウウオに関する調査、玄武洞スポーツ公園の環境保全エリアの調査を実施した。また、高校生によるラムサ

ール条約湿地の調査にも引き続き協力した。 

ビオトープ管理は、主としてコウノトリの郷公園西ビオトープの管理、および調査を実施した。 

環境教育の分野では、2002年より続く「田んぼの学校」が、今年度も多くの子供たちと保護者の参加を得て実

施することができた。また、豊岡市との共同事業である「出張田んぼの学校」は、地域コミュニティに根差し広

がりを見せている。 

 情報発信については、但馬ふるさとづくり協会の運営する但馬の総合情報サイト「但馬情報特急」の「たじま

のしぜん」コーナーへの情報提供を毎月4回行い、インターネットを通じて広く情報発信を行った。また、2014

年度から始まった豊岡市広報の自然コラムを年４回担当した。普及啓発のために作成したコウノトリピンバッジ、

コウノトリクリアファイルも各方面で利用されている。各種審議会、協議会に参画し、地域の生物棲息状況等に

ついて最も精通したNPOとして提言等を行った。 

 コウノトリ文化館指定管理業務においては、旅行社によるバスツアー客の大幅減少のなか、家族や個人グルー

プの自家用車による来館者が堅調に推移している。入園・入館が無料であることに加え、展示方法や子ども向け

のコーナーを充実化させ、改善してきた効果も大きい。また、市をはじめ、ＪＡたじまなどの自然環境系、農林

水産系の視察受入れの場としても定着している。コウノトリ育む農法に学ぼうと、今年は台湾大学内での特別展

示にも参加し、我々の活動が海外でも評価された。地域連携、郷公園連携を維持しつつ、豊岡盆地周辺の生物研

究グループの強みを生かしつつ、コウノトリ野生復帰の支援と普及啓発を継続する。 

 

これからもコウノトリ文化館を拠点に活動を展開していくとともに、コウノトリ市民研究所の研究員（会員）

の参加と連携をより一層進めたい。 

 



２ 事業実施に関する事項 

実施事業一覧 

定款の事業名 項  目        内   容 備  考 

１ 生物調査 

 

 

 

豊岡の生物モニタリング

調査 

野鳥、哺乳類、魚類、昆虫、植物などについて

モニタリング調査 

 

 

各種団体と協力・共同した

生物調査 

・ノアの方舟調査（豊岡市委託） 

・玄武洞スポーツ公園湿地調査（豊岡市委託） 

・アベサンショウウオの生息調査（豊岡市委託） 

・ラムサール湿地生物調査への協力 

 

２ ビオトープ管理 豊岡市内の湿地、ビオトー

プでの作業 

・コウノトリの郷公園西ビオトープ管理作業 

・豊岡市三宅半坂池  

 

３ 環境教育 

（田んぼや自然体験

施設などを利用した

環境教育）  

田んぼの学校 

 

コウノトリ文化館周辺のビオトープなどで生き

もの探し  

11回 705人 

出張！田んぼの学校 豊岡市内各地の水田やその周辺の生きもの調査

（豊岡講師派遣） 

14件  

その他の講師活動など 小学校・地域コミュニティなど 小学校 11件 

その他 ７件 

豊岡市立コウノトリ文化

館管の管理運営と環境教

育 

（豊岡市指定管理） 

コウノトリ野生復帰及び豊岡の自然環境・生物

多様性の解説  

観光、視察、環境学習（小・中・高） 

入館者202,230人 

国外35カ国460人 

郷公園ガイドウオーク 

毎週土曜日（月2回郷公園と共催） 

 

定例観察会 

コウノトリ自然観察会・植物観察会 

それぞれ月1回 

 

自然観察会・自然体験  

（キノコ観察会、ビオトープ体験など） 

 

 

文化行事・交流行事 （音楽コンサート・鶴見

茶屋・市民研究発表会など） 

 

コウノトリ関連・豊岡市の生物多様性に関する

資料収集・各種展示の更新  

施設の管理運営  

 

４ 情報発信  各種情報発信 

冊子等の発行 

啓発グッズの作成と普及 

審議会・委員会への参画 

生きもの切り紙工作、コウノトリピンバッジ、

コウノトリクリアファイル  

但馬情報特急「たじまのしぜん」ブログ執筆 

豊岡市広報誌にコラムを定期掲載  

ホームページ、フェイスブックの運営  

 

 

 

３ 運営に関する事項  

（１）会議 

① 第15回通常総会  2019年5月30日  

② 第1回理事会    2019年5月26日 総会案について  

③ 第2回理事会    2019年10月16日 2019年度前半の活動について  

④ 第3回理事会    2019年2月6日  2020年活動計画案について  

 

（２）事務局 

  豊岡市立コウノトリ文化館内に置く  

                  

（３）会員数（2020年5月現在） 

①正会員  31名  ②賛助会員  29名  



４ 財務諸表  

（１）貸借対照表 

[税込]（単位：円）

科　　目 金　額 科　　目 金　額

 【流動資産】  【流動負債】

  （現金・預金）   未　払　金 2,019,830 
   現　　　金 308,649    流動負債  計 2,019,830 
   普通　預金 2,625,173 負債の部合計 2,019,830 
    現金・預金 計 2,933,822 
  （売上債権）  【正味財産】
   未　収　金 931,477   前期繰越正味財産額 2,517,773 
    売上債権 計 931,477   当期正味財産増減額 632,662 
  （棚卸資産）    正味財産　計 3,150,435 
   棚卸　資産 287,658 正味財産の部合計 3,150,435 
   貯　蔵　品 508,000 
    棚卸資産  計 795,658 
     流動資産合計 4,660,957 
 【固定資産】
  （有形固定資産）
   建　　　物 287,594 
   機械及び装置 306 
   什器　備品 221,408 
    有形固定資産  計 509,308 
     固定資産合計 509,308 

資産の部合計 5,170,265 負債・正味財産の部合計 5,170,265 

正　味　財　産　の　部

貸　借　対　照　表

資　産　の　部 負　債　・　正　味　財　産　の　部
全事業所 令和2年 3月31日 現在

特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）財産目録 

[税込]（単位：円）

全事業所

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 308,649 
      普通　預金 2,625,173 
        但馬信用金庫 (2,625,173)
        現金・預金 計 2,933,822 
    （売上債権）
      未　収　金 931,477 
        売上債権 計 931,477 
    （棚卸資産）
      棚卸　資産 287,658 
      貯　蔵　品 508,000 
        棚卸資産  計 795,658 
          流動資産合計 4,660,957 
  【固定資産】
    （有形固定資産）
      建　　　物 287,594 
      機械及び装置 306 
      什器　備品 221,408 
        有形固定資産  計 509,308 
          固定資産合計 509,308 
            資産の部  合計 5,170,265 

  【流動負債】
    未　払　金 2,019,830 
      流動負債  計 2,019,830 
        負債の部  合計 2,019,830 

        正味財産 3,150,435 

特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所

令和２年 3月31日 現在

財　産　目　録

《資産の部》

《負債の部》

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）活動計算書  

[税込]（単位：円）

特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所

【経常収益】 」
  【受取会費】
    正会員受取会費 38,000 
    賛助会員受取会費 13,000 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 11,230 
  【事業収益】
    講師収入 56,000 
    受託事業 33,316,222 
    行事参加費 126,200 
    原稿料 120,000 
    販売収入 525,183 
  【その他収益】
    受取　利息 58 
    雑　収　益 100,200 
        経常収益  計 34,306,093 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      給料　手当(事業) 18,319,560 
      臨時雇賃金（事業） 681,000 
      法定福利費(事業) 1,860,167 
      福利厚生費(事業) 59,034 
        人件費計 20,919,761 
    （その他経費）
      売上　原価 95,143 
      諸謝金（事業） 187,055 
      印刷製本費(事業) 739,136 
      旅費交通費(事業) 138,634 
      車　両　費(事業) 299,480 
      新聞図書費（事業） 119,410 
      通信運搬費(事業) 359,307 
      材料費（事業） 112,779 
      消耗品　費(事業) 1,518,592 
      消耗備品費（事業） 238,485 
      修　繕　費(事業) 853,797 
      電気(事業) 803,709 
      水道（事業） 464,650 
      ガス（事業） 1,281,930 
      減価償却費(事業) 108,174 
      保　険　料(事業) 109,532 
      リース料(事業) 200,950 
      諸　会　費(事業) 5,000 
      租税　公課(事業) 1,399,400 
      支払手数料(事業) 54,930 
      支払寄付金(事業) 15,250 
      外注駐車場管理(事業) 1,301,880 
      外注費(事業) 1,905,402 
        その他経費計 12,312,625 
          事業費  計 33,232,386 
  【管理費】
    （人件費）
        人件費計 0 
    （その他経費）
      通信運搬費 13,342 
      消耗品　費 70,954 
      減価償却費 17,041 
      諸　会　費 10,000 
      租税　公課 23,500 
      管理　諸費 2,000 
        その他経費計 136,837 
          管理費  計 136,837 
            経常費用  計 33,369,223 
              当期経常増減額 936,870 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 936,870 
        法人税、住民税及び事業税 304,208 
        経理区分振替額 0 
          当期正味財産増減額 632,662 
          前期繰越正味財産額 2,517,773 
          次期繰越正味財産額 3,150,435 

自 令和元年 4月 1日  至 令和２年 3月31日

活　動　計　算　書

 

 



（４）活動計算書の注記 

 

重要な会計方 

  財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日 2011年11月20日一部改正ＮＰＯ法人会計基

準協議会）によっています。 

（１）.棚卸資産の評価基準及び評価方法： 原価法によっています。 

（２）.固定資産の減価償却の方法： 有形固定資産は定率法、無形固定資産は定額法によっています。 

（３）消費税等の会計処理： 消費税等の会計処理は簡易課税よっています。 

事業別収益の状況 

 


